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免疫化学的測定法を用 い た 室内空中 ダ ニ 抗原 の 定量 的測定
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　ハ イボ リュ
ー

ム エ ア サ ン プ ラー
を用 い て

， 室内 の 空気中で エ ア サ ン プ リン グを行 い ，フ ィ ル ター抽出
物 よ り， 空 中ダニ 抗原 量 を RAST 　inhibition　assay を用 い て測定 した。

　1）室内の 空気中か らは 690〜129000pg／m3 の ダ ニ 抗原 が 測定 され た．

　2）室 内空中ダニ 抗原 は，ア パ ー
ト3箇所で は 9 〜10月 に そ の ピー

ク が み ら れ，5 〜6 月 に も増加 が認
め ら れ た．一方，外来診察室 に は，ダニ は ほ と ん ど 生息 し て い な か っ た 帆 690〜5670pg／rn3の 空中ダ ニ

抗 原 が測定 され ，冬期 に 増加す る傾 向が 認 め ら れ た．

　3）窒内空中ダ ニ 抗原量 と室内塵中ダニ 密度 と の 間 に は有意 の 正 の 相関が認め られ た （r ＝O、535， ρ〈

0．01）．

　4）空中ダ ニ 抗原量は，空気清浄器使用時 に は 使用前に比 して有意に 減少 して い た （ρく 0．005）．

　以上 に よ り． 室内空中 に 浮遊 した 粒 子 と して ダニ 抗原 が存在 し，そ の 抗原量 が 塵 中ダ ニ 密度 と相関す

る こ と よ り， 喘息発作 の 予防 と して 塵 中ダ ニ 数 の 減 少 を中心 と した 環境整備 の 重要性 が 示 唆 さ れ た．
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緒　言 材料な らび に 方法

　従来 よ り気管支喘息の 原因 の
一

つ と し て ，空中 に 浮

遊す る抗原粒子 の 関与が い わ れ て い る が，そ の 中 で も

特 に 重 要 と思 わ れ る 空中 ダ ニ 抗原に 関す る検討 は 未 だ

少な く，そ の 季節的変動 に 関 して は ほ とん ど検討 さ れ

て い な い ．ま た
， 空中ダ ニ 抗原 は 室内塵 中 の ダ ；由来

で あ ろ う と考え ら れ て お り，室内塵 中の ダ ニ 除去を 目

的 と した 室内環境整備が 推奨 され て い る が，未だ空中

ダ ニ 抗原量 と室内塵中 の ダ ニ 数 との 関連性 に つ い て 検

討 した 報 告は な い ．

　今回我 々 は，RAST 　inhibition　assay を 用 い て 室内

空中 の ダ ニ 抗 原 量 を 測 定 し，そ の 季節的変動 お よ び 室

内塵中 の ダ ニ 密度 との 関連性に つ い て 検討 し，加 えて，

空気清浄器使用時の 空中ダ ニ 抗原量 の 変動 に つ い て も

検討した の で 報告す る．
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Abbreviations：　D。f．　 DermatoPhagoides　farinae；

ELISA 　enzyme ・linked　immunosorbent 　 assay ；

RAST 　radioallergosorbent 　test

　 a） ＝ ア サ ン プ リン グ

　 ＝ ア サ ソ ブ リ ソ グ は ，  鉄筋 ア パ ート 3 階 居住者

1 名 ，   鉄 筋 ア パ ー
ト 2 階，居住 者 1 名，  木造 ア パ ー

ト 2階，居住者 1名，  小児科外来診察室，の 4 ヵ 所

で 計33同 行 っ た．

　HV −1000型 ハ イ ボ リ ュ
ーム エ ア サ ン プ ラ

ー
（柴田科

学器械工 業）の濾紙ホ ル ダー
に グ ラ ス フ ァ イ バ ーフ ィ

ル タ
ー

（GBIOOR ，20．4cm × 25．3cm，東洋濾紙）を装

着し，部屋 を閉 め き り1000〃min の流量で 24時間 エ ア

サ ン プ リ ン グ を 行 っ た．な お
，

エ ア サ ソ プ リ γ グ 終了

時の サ ン プ ラ
ー

の 空気流量 の 変化は エ ア サ ン プ リ ソ グ

開始時の 5％未満 で あ っ た ，

　b）空中抗原

　 エ ア サ ン プ リ ン グ終 r後，グ ラ ス フ ァ イ バ ーフ ィ ル

タ ー一
を細断 し，1％重炭酸 ア ソ モ ＝ ウ ム 液500ml と共 に

均
一

化 し た後，4℃ で 48時間抽 出 し た ．抽 出物 を 濾過後，

濾過液 を蒸留水 に て セ ロ フ ァ ソ 透析し，内液を凍結乾

燥 し て 空中抗原 を得た （Fig．1）．

　c ）D ，f．抗原吸着 paper 　discの 作製

　蛋 白濃度lmg ／m1 に 調整し た D．f，粗抽出液 （鳥居薬
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塾
　　　　 High・volume 　air　sampler

　　　↓
　　　　 （HV ・1000，　Shibata　Kagaku ，　Co，　Ltd）

　　　　 lm3／min ，24hours

−
　 　 　 　 1％ NH ，HCO ，，500m ｝

　　　1　 　 　 　 4℃ ，　48hours

Filtration

　　　 Filter　paper 　No ．6

　　上　　　 （Toyo 　Roshi　Co．　Ltd）

堅

↓
Against　distilled　wate 「

上ml 　of 　RAST 　buffer

松 野正 知 他

　Fig．1．　 Method 　of 飲 er 　extraction 　for　aeroallergen

quantitation．

品 よ り提供） と 5 ％ CNBr で 活性 化 し た paper 　disc

（東洋濾紙 No ．6，直径6mm ）を lml 当た り30枚 の 割合

で 混 合 し，4℃ で 48時 間 反 応 さ せ ，0．05M β・

monoethanolamine で ブ 卩 ッ ク し，　 acetate 　buffer

（0，IM，　 pH4 ．0）で 洗浄し，
　 RAST 　bufferに 浮遊させ

使用時ま で 保存 し た ．

　 d） RAST 　inhibition　assay

　 フ ァ デ ザ イ ム RAST キ ッ ト （Pharmacia ，　Sweden）

を用 い て 行 っ た．す なわ ち ，空中抗原粉末 の 半分量 を

RAST 　buffer　lm1 に 溶解し， こ の 内50μ 1に D ．f，に対

す る RAST 　score 　4の 患者 プ ール 血清 （18名） 50μ 1を

添加 し
，
2 時間反応 させ 吸収 し た 後，RAST を測定 し

た ，ま た，対照 とし て RAST 　buffer　50μ1を患者 プ ー

ル 血清50μ1 に 添加 し吸収し た 後 ， RAST を測定 した ．

RAST 抑制率は下記の式で 求 め た。

　 〔RAST 　buffer添加患老 血 清 に よ る RAST （吸光度）

一
空 中 抗 原 添加 患者血 清 に よ る RAST （吸 光 度）〕／

〔RAST 　buffer添 加 患 者 血 清 に よ る RAST 〔吸 光

度）〕x100

　 同時に ，蛋白濃度既知 の D ．f．抗原液を用 い て ，同様

の 操作を行 っ て検量線を作製し， こ の 検量線の 抑制率

に 相 当す る D ．f．抗原蛋白濃度を空 中抗原液の D ．　f．抗

原 蛋 白濃 度 と し，こ れ よ り空中 ダ ニ 抗原量 を lme　air

当 た りの D ．f．抗原蛋 白量 と し て 表 した ．

　 e）室内塵 中 ダ ニ 密度 の 測定

　 エ ア サ ソ プ リ ン グ 終了直後に ，電気 掃 除機 （CV ・

一
　　　　 Vacuum 　deaner　with 　paper 　bag

　　　1　　　　 （CV ・8600，　Hitachi　Co．　Ltd）

　 　 　 壷

塾

　　　I　　Mesh 　No ・16　and 　No・200

　　　・　 140cycle ／min ，30min
　　　↓

Quantitation　of　find　dust（on 　the　mesh 　No．200）

　　　↓
　 Flotation

　　　　 O 、5g　of 　fine　dust
　 　 　 　 　 　 　 　 十

　 　 　 　 50ml 　of 　satuatad 　NaC1
　 　 　 　 　 　 　 　 十

　　　 ↓　 4ml   ，5％ Tween 　80

−
　　　 1　 740× g，10minites
　 　 　 ↓

　 F正ltration

1143

　　　　　Coliection　on 　lined　paper　in　a　Buchner

　　　↓　 　 　 　 　 funner

　Count　 of 　mite

　Fig．2，　 Method　for　the 　measurement 　of　the　number

of 　mites 　in　house　dust．

8600， 日立家電，紙 パ
ッ ク 使用）を用 い て 1m2当た り約

30秒間 か けて 丁寧に 掃除し集塵 した後，紙パ ッ ク よ り

塵をす べ て 取 り 出 し，重量 を測定 した ．次 に ，メ ッ シ ュ

No ．16お よ び No ．200を用意 し，　 No ．16を No ．200の

上 に 重ね ， No ，16上 に 塵 1g （量 が 少な い 時 は 全量）を

均等 に 広げ，振盪機 （M ・100型，筒井理 化学器械）上 で

140cycle／分（目盛 り 7）で 30分間振盪 し ，
メ ッ シ ；No ．

200上 に 残 っ た細塵 よ り ダ ニ を分離 した ．

　細塵か らの ダ ニ の 分離 は飽和食塩水遠沈分離法 を 用

い て 行 っ た．細塵を遠沈管 に 入れ ， 0，5％Tween80 溶液

4ml お よ び比重 12 の 飽和食塩水 10ml を 加 え て よ く混

和 した 後 ， 飽和食塩水を適量加 えて 740Xg で 10分間遠

心 分離 し，10分間放置後，上清を ピ ペ ッ トで 吸 い 取 り，

ブ フ ナ ー濾斗で 濾紙上 に 吸引濾過 し た ．実体顕微鏡を

用 い て 濾紙上 よ り ダ ニ を分離 し，ガ ム ク ロ ラ ール 液 で

ダ ニ を封 入 し て 標本を作製 し，顕微鏡下 で ダ ニ数を測

定 して ， lm2当 た りの ダ ニ 数 と し て 表 し た （Fig．2）．

　 f）空気清浄器使用時 の 検討

　 空気清浄器使用時の検討 は
， 鉄 筋 ア パ ー ト 3 階 6 畳

で 計 8回 行 っ た ．使用 し た 空気清浄器 は一
般家庭用 2

機種 （EP−45MS ，日立家電，風量0．52m3／分，お よ び

F・03PEC ，松 下電 工 （株），風量 2m3／分），病 院用 1機

種 （Enviracaire，　Environmenta且Air　Control　INC 、，

N 工工
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U ．S．A ．，風量 4．2m3／分）の 計 3機種 で あ る．エ ア サ ソ プ

リ ン グ 終了後 1 週間で 空中ダ ニ 抗原量 が ほ ぼ エ ァ サ ン

プ リ ン グ 前値 に戻る こ と よ り，空気清浄器使用前の エ

ア サ ン プ リ ン グ よ り 1 週間後 に ，まず空気清浄器を作

動させ ，同時 に particle　counter （KC ・OIB，　 LION 　Co．
Ltd）を用 い て 空中浮遊 粒 子 数 を経時的 に 測定 した ．作

動開始後減少 して きた空中浮遊粒子数 が ほ ぼ平衡状態

に 達す る 6 時間後よ り， エ ア サ ン プ ラ
ー

も作動 させ て

24時間 エ ア サ ソ プ リ ソ グ を行い ，前述の 方法 で 空気清

浄器使用前お よ び使用時の 空中 ダ ニ 抗原量 を 測定 し

た ．

結　果

　 a ） エ ァ サ ン プ リ ン グ時間 の 検討

　 まず エ ァ サ ソ プ リン グ 時間 を 3 ， 6，12，24時間 と

して ，サ ン プ リ ン グ 時間 に よ る空中 ダ ニ 抗原量 の 変化

に つ い て検討 した．サ ン プ リ ソ グ時間 の 延長 と 共 に 採

取 され た ダ ニ 抗原 量 も増 加 す る 傾 向 が 認 め ら れ た が，

12時間以下 の サ ン プ リン グ で は，測定された空 中ダ ニ

抗原量 は 低値 で あ り，測定誤 差 も大 きい と考えられ た

た め，以後 の ＝ ア サ ソ プ リ ン グ は 全 て 24時間 と し た

（Fig．3）．

　 b）室内空中 ダ ニ 抗原量 の 測定

　室内 の 空気中か ら FX690 〜129000pg／m3 の ダ ニ 抗原

が測定 された．季節的変動を み る と，夏期は 比較的低

値 で あ り，9 月か ら 10月 に か け て 14600〜1290eOpg／m3

と高値を と り，冬期に は や や 減少 し， 3月 か ら 6 月に

か けて 再度増加す る傾 向 が み られ た ．一
方，外来 診察

室 で は
， 空中ダ ニ 抗原量 は 690〜5670pg／M3 と一般家屋

に 比 し て 低値 を と り
， 冬期 に 増加する傾向が認め られ

た （Fig．4）．

　 c）室内塵中ダ ニ 密度 の 測定

　
一

般家屋で は 34．0〜300．8／m2 の ダ ニ 数が測定 され

た ．季節的変動を み る と，夏期 は 低値 で あ り， 9 月か

ら10月に か け て 178，4 − 300．8／MZ と高値を とり，冬期

に は減少 し， 5 月か ら 6 月 に か け て 再 び 増加す る傾向

が 認 め られ た ．ま た，ダ ニの 種別 で は，常 に 80％以 上

は チ リ ダ ニ 科 で 占め られ ，サ サ ラ ダ ニ 類 ，
ツ メ ダ ニ 科，

ホ コ リダ ＝ 科な ど も少数認 め られ た ．一方，外来診察

室で は ダ ニ 数 は 0．1〜O．6／m2 と非 常に 低値 で あ り，ダ

ニ は ほ とん ど生息 して い な い と考 えられ た （Fig．5）．

　d）室中空 中 ダ ニ 抗原 量 と 室内塵中 ダ ニ 密度 との 相

24hr

12hr6hr3hr

　　　　 − 2 ＿1 　 0 　 1 　 2 　
L °gCD …

　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 （μ9／m り

　 Fig．3．　 Change　of 　the　amount 　of 　D．f．　allergen 　in
the　indoor　air　according 　to　the　air　sampling 　time，

（P9／m3
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中 ダ ；抗原 量 の 対 数値 の 平 均 士 標 準偏 差 は 3，970 ±

O．475で あ り，
ダ ニ が ほ と ん ど生息 して い な か っ た外来

診察室 の 3，157± 0．284に 比 し て
， 室内 空 中 ダ ニ 抗原量

は有意 に 増加 し て い た（pく O．OOI）（Fig．6）．また ，ア

パ ー
ト 3ヵ所で の 計24回の 測定 で は，室内空中ダ ニ 抗

原 量 と室内塵 中 ダ ニ 密度 と の 間 に は r ＝0．535，p 〈

o．01と有意 の 正 の 相関が認め られ た （Fig．7X す な わ

ち，室内塵中の ダ ニ 数が増加 する ほ ど空中ダ ニ 抗原量

も増加する と い う結果 で あ っ た．

　e）空気清浄器使用時の 空中ダ ニ 抗原量 の 変動

　空気清浄器 使用前 お よ び 使用時 の 空 中 ダ ＝ 抗 原 量

（pg ／m3 ） の 対数値 の 平 均 ± 標 準 偏 差 は，そ れぞ れ

3．877± O．805，2．871± 0．418で あ り，使用前に 比 して

使用時有意 に 減少 して い た （p ＜ O．005）〔Fig．8）。また ，

機種別 で は 風量 の 大きな もの ほ ど使用 時の 空中 ダ ニ 抗

原量 は 大 きく減少す る傾 向が み られ た が， 3機種 間で

は 統計学的に 有意差 は 認 め ら れ な か っ た ．

　Fig．6．　 Amount 　 of　 l）e・rvnatophagoides 　 fan／nae
allergen 　in　the　indoor　air 　in　the　pediatric　out

patient　 clinic　 and 　 apartment 　houses．　There 　 was

larger　amout 　of 　airborne 　D．f．　a1】ergells　in　the　apart
・

IIlent　houses　than　the 　pediatric　out 　patient　clinic　in

which 　few　 mites 　were 　lived．

考　察

　ア ト ピ ー型気管支喘息の 原因抗原 と して 室内塵中の

ダ ニ が 重要で ある こ とが，1964年 に Voorhorst らに よ

り明 ら か に され た
1）．さらに ，Voorhorst らに よ り

2，
ヤ

ケ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ （D，p．）が，宮本 らに よ り
3）コ ナ ヒ 1 ウ

ヒ ダ ＝（D ，f、）が室内塵 の 主 要抗原 で あ る こ と が 示 され

た ．また近年，免疫化学的測定法 を用 い た 室内塵中の

ダ ニ 抗原量 の 測定 が 行われ て お り，本邦で は lshiiら が

ELISA を用 い て 室中塵中 の ダ ニ抗原 量 お よ び ア レ ル

ゲ ソ 量 を測定 し ，
ア レ ル ギ ー

性疾患の 生活 環境 に お げ

る ダ ＝ 汚染 の 指標 と し て 有用 で あ る と報 告 し て い
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一方，抗原 暴露 の 経路 の

・
つ と して ，空中浮遊塵 中

に 含 まれ る ア レ ル ゲ ン の 経気道的暴露 が 考 え られ て い

る．従来 よ り，花粉類 な どの 有形 で 顕微鏡下 に 同定が

可 能 な もの や カ ビ 類等培養 に よ り 同定可能な もの に 関

し て は 空中の ア レ ル ゲ ソ 量が測定 され て い た．近年，

定量式 エ ア サ ソ ブ ラ
ー

の 開発 に 伴 い ，空気中に 浮遊 す

る 微細 で 形態学的 に 同定不能 な ア レ ル ゲ ン の 免疫化学

的測定法 に よ る定量化 が 可能 と な り，花粉抗原
5剛 ，ダ

ニ 抗原
s）−lu ），動物 の 皮屑お よ び尿蛋 白抗原

9同 11
や昆虫

抗原
12）が 測定 され て い る．

　 Swanson ら
91

は 空気流量26em3／day　（O．18m31min）

の 定量式 エ ア サ ン プ ラ ーを 用 い て 24〜72時間 エ ア サ ン

ブ リ ン グ を行 い
，

グ ラ ス フ ァ イパ ーフ f ル タ
ー

よ り空

中抗原 を descending　chromatography を 用 い て 抽 出

し，RAST 　inhibltion　assay を 用 い て 定量 し，　 lmu　air

当た り の D．f．蛋 E
’
1抗原量 と し て 測定 し た．ま た ，

Tovey ら
8）は 空気流量 17〃mln の 真空ポ ン プ を用 い て

2 時間 の エ ア サ ソ プ リ ン グ を行 い ，抗原 抽 出液を dou−

ble　antibody 　inhibiti〔m 　radioimmunoassay を用 い て

定量 し，20401当た りの antigen 　P1量 と して 測定 し た ．

前者で は静止 した 空気中 か ら（・t370 −−5570pg　protein／

m
：

  ベ ッ ドメ イ ク の 時 に は 82000pg　protein／m3 の D．f．

抗原蛋 白量 が測定 さ れ た が ，後者 で は 静 ［k した 空気中

か ら は antigen 　Plは ほ とん ど検出 さ れ て い な い ．我 々

の 検討 で は 室 内 の 空 中 ダ ニ 抗 原量 は 690〜129000pg／
m3 と両者 に 比 して や や 高値で あ っ た ．こ れ は 我 ・k が検

討 し た ア パ ー
ト 3 ヵ 所は 掃除回数が少な く， や や ダ ニ

汚染 が 進 ん で い る と 考 え られ る こ と と共 に ，エ ア サ ン

プ リ ン グ の 空気流量 に も関連し て い る と思 わ れ る。す

なわ ち，今回 の 我 々 の 検討で は 空気流量 が 1．OOOIImin

と比 較的ハイ ボ リ ュー
ム で あ る た め ， エ ア サ ン プ リ ソ

グ に よ り室内に 空気 の 流動が生 じ，完全に 静止 した空

気中 に は 浮遊 し な い 粒子も浮遊 し，こ れ ら をサ ソ ブ リ

ン グ す る こ とで 測定 され た ダ ニ 抗原量 も増加 し て い る

可能性 が ある と考えられ る．今回，季節的変動を み る

た め 一
定 の 条件下 で サ ン プ リ ン グ を行 っ た が， 日 常生

活 に お い て は ，人や ペ
ッ ト の 活動，室外か らの風の 流

入，空調機器 の 使用な どに よ り，室内 の 空気 は常に あ

る 程度流動 し て い る状態 と な っ て い る と考え られ ， さ

らに 多 くの ダ ニ 抗原 が存在す る と推測 さ れ る ．

　室内空気中 の ダ ニ 抗原量 は ア パ …
ト 3 ヵ 所 で は， 9

月 か ら 10月 お よ び 4 月か ら 6 月 に か け て 高値を と っ て

い た． こ れ は気管支喘息発作 の 増加す る時期と
一
致 し
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て お り，空中 ダ ニ 抗原が気管 支喘息 発作 に 関与 して い

る こ と が示 唆 され る．し か し，空中ダ ＝ 抗原を粒了
．
の

直径 の 面 か ら検討す る と，抗 原 吸 入 誘発試験 の 際 に 吸

入 され る 粒子ぱ ，肺内 に 吸 入沈着 され や す い 直径

O．5〜2．3μ m の もの が 多い の に 対 し，室内 の 空気が 激

し く流動 して い る場 合 に は 空中 ダ
’
二 抗原 の 約 80％ は 直

径 10μm 以上 の粒子中 に 含 ま れ て い る と の 報 告 が あ

り
10 〕，こ の 直径 の 粒子は肺内 に は 少量 しか 吸 入 され な

い とされ て い る
13 ）．

一
方 ， 同様 の 環境下 で 空 中抗原 は 直

径0．8〜4．1μm の 粒子 に 多い と の報告もあ り9｝，日常牛

活 の 場 に お い て ，気管支喘 息発作 を誘発 し得 る 量 の ダ

J一抗原 が 肺 内 に 吸入，沈着 さ れ 得る か 否 か に つ い て は

未 だ不 明 の 点 も多 く，史 に 検討し て い く必要 が あ る．

ま た，外来診 察室 で の 空中 ダ ・＝抗原量 は ア パ
ー

ト 3 カ

所 に 比 して 少な く， また，その 季節的変動 は ア パ ー
ト

で の 結果 と異 な り，冬期 に や や 増加す る傾向が認 め ら

れ た．外来診察室 で 採取 さ れ た 室内塵 か ら は
，

ダ ニ は

1 年を通 し て ご く少数し か 検 出 され て お らず、空 中ダ

ニ 抗原 の 冬期 で の 増加傾 向 は ，着衣 の 量が増加 す る の

に 伴 い ，それ に 付着 して 運ぼれ る ダ ニ お よ び ダ 」成分

が増加する た め で は な い か と考え られ る．

　 室内塵中 の ダ ニ 数 は ，測 定 箇所 の 環境 功
一ぺ ・ ト

の 有無 家屋 の 建築年数など）に よ り異な り
14 ），ま た

，

気温，相対湿度 に よ り変動し，気温 25℃，相対湿度 75％

が 最 も生育 に 適 し て い る と さ れ て い る
15〕．宮本 ら は 埼

玉 県 Fの 新築鉄筋 ア パ ー
ト お よ び建築後 9年 の 木造家

屋 で ，室内塵中の ダ ニ に つ い て 検討 し，新築鉄 筋ア パ ー

トで は ，生 ダ ニ 数 は 7 月，死 ダ ニ 数は 10月に ピ
ーク を

形成す る と報告 して い る
1ti）．ま た，五 十嵐 らは プ レ パ

ラ
ー

ト ト ラ ッ プ 法 を 用 い て ，富 山市近辺 の 木造お よ び

鉄筋家屋で の 室内塵 中の ダ ＝に つ い て検討 し，木造家

屋 で は 6 月か ら 9 月 に ダ ニ 数 の ピ
ー

ク がみ られ た が，

鉄筋家屋 で は 比較 的通年性 に 多 くみ ら れ た と報告 し て

い る
正η．我 々 の 検討で は ア パ ー

ト 3 ヵ 所 で は い ずれ も

9 月 か ら 10月に か けて ピ ー
ク を形成 し て お り，宮本ら

の 報告 と ほ ぼ一致す る 結果と考え られ る．また，五 t

嵐ら の報告 との 差 は ，ダ ニ採取方法の 違い に よ り， 採

取さ れ た ダ ニ の 種類 が 大 き く異 な る こ と に よ る もの と

考 え られ る．

　 今 回 の 我 々 の 検討 で は ，室内空 中ダ ニ 抗原量 と室 内

塵中 ダニ密度 と の 間 に は 有意 の L｝−1の 相関 が あ っ た． こ

れ よ り空中 ダ ニ 抗原 の 供給源 の
一

つ と し て 室内塵中の

ダ ニが関与 して お り ， また，環境整備を励行す る こ と

で 室 内塵中 の ダ ニ 密度だ けで な く，空中 ダ ニ 抗原を も

減少 さ せ る こ と が ・1
’
能 で あ る と考 え られ る ，抗原 除去

目的 の 長期入 院 に よ り，入院前 に 比 し て喘息症状 や 朝

の ビ
ー

ク フ 卩
一値 の 改善，薬物投与 量 の 減少． ヒ X タ

ミ ソ 吸入閾値 の 上昇が認 め らtlL］8），ま た，施設入 院中 の

気管支喘息児 は ，外泊前に 比 し て 外泊後 に 総 IgE 値，

HDI お よ び D ．p．の RAST が 有意 に 上 昇した と の 報告

も あ り
19 ），今 回 の 我 々 の 結果も含め て ，改 め て 環境整備

の 重要性 が 示唆 され た．

　家庭内 で の ダ ニ 除去 の 方法 と し て は ，毎 日の 電気掃

除機を用 い た掃除の 励行が最も重要 とされ て お り，

カ
ーペ ッ ト，ぬ い ぐ る み ，布製 ソ フ ァ

ーな どの 撤去 も

必要 と され て い る
14）．また ，シ リカ ゲ ル を 用 い た 畳 の 除

湿
2Dl
，　 Re 　 smethrin な ど の 殺虫剤 の 効果

2P
に つ い て も

報告され て お り，こ れ らを実用 した 時の 臨床所 見の 変

動に つ い て もさ ら に 検討すべ きと思われ る，

　近年小野ら は，喘息児家庭 に お い て 空気清浄器使用

時 に は ，使用 し な い 時 に 比 し て 空 中 に 浮遊 す る 粒 子が

有意 に 減 少 し，喘息症状も改善 し た もの が 多い と報告

し て い る 跏 ．空気清浄器 は 浮遊塵 の み な らず ア ン モ ニ

ァ，ア 七 ト ァ ル デ ヒ ド，窒素酸化物な どの 化学物質も

吸収，中和す る作 用 が あ り，喘息症状の改善が 浮遊塵

中 の Pt
’
　＝一抗原 の 減少 と関連が ある か 否 か を調 べ る た め

に は
， 空気清浄器 使 用 前後 の 空中 ダ ニ抗原量 の 変動 に

つ い て も検討す る 必要 が あ る．今 回 の 我 々 の 検討 で は ，

空中 ダ ニ抗原 量 は 空 気清浄器 使 用 時 に は ，使用前 に 比

して 有意 に減少 し て お り，こ れ よ り空気清浄器 の 使用

に よ る 室内空中 ダ ニ 抗原量 の 減 少 が 喘息児 の 臨床所見

の 改善 に 関与し て い る と考 えら才
．，た．

　 今後，喘息症状 の 変動 と空中 ダ ニ 抗原量 との 関連性

や 空 中粒子 の 直径別の ダ ニ 抗原量 に つ い て 検討 す る 必

要 が あ る．

結　語

　 ハ イ ボ リューム エ ア サ ン プ ラ
ーを 用 い て 室内 で エ ア

サ ソ ブ リ ソ グ を行い ， フ ィ ル タ
ーよ り抽出して 得られ

た 空中抗原 よ り，ダニ抗原 を RAST 　inhibition　assay

を用 い て 測 定 し，以下 の 結果 を得 た．

　1）室内 の 空気中 か らは 690〜129000pg／m3 の ダ ニ 抗

原 が 測定 され た ．

　2）室内空中ダ ＝ 抗原 は ，ア パ ー・
卜 3 ヵ所で は い ずれ

も 9 − 10月に そ の ピ ーク が み られ， 4 〜6 月に も増加

が認め ら れた ．　
一方，外来診察室に は ダニは 生息 し て
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い な か っ た が ，6go 〜5670pg！m3 の 窄 ・寸1 ダ ニ抗原 が 測定

され た ．

　 3） ダ ニ の 比較的多か っ た ア パ ー
ト 3 ヵ 所 で は ，ダ ニ

の ほ とん ど生息 し て い な か っ た 外来診察室に 比 して ，

有意に 空中 ダ ニ 抗原量が多か っ た （p く 0 ．001）．また ．

室内空中 ダニ抗原量 と室内塵中 ダ ニ 密度 との 間 に は 有

意 の 正 の 相関が認め られ た 〔r ＝0．535，p ＜ 0，01）．

　4）空中ダ ニ 抗原量 は，空気清浄器使用時に は使用前

に 比 して 有意 に 減少 し て い た 〔p ＜ 0，005）．

　以上 に よ り， 室内環境に お け る ダ ニ汚染 の 指標の 1

つ と し て ，空 中 ダ ニ 抗原量 の 測 定 は 有 用 で あ り，室内

塵中の ダ ニ 数を減少 させ る こ と に よ り，空 中ダ ニ 抗原

量を も減少 させ る こ と がで ぎ る と考え られ，喘息患者

の 日常管理 に お け る環境整備 の 重要性 が示唆 さA’／．た．

ま た ，空気清浄器 使 用 に よ り空中 ダ ニ 抗原量 が 減少す

る こ と よ り，喘息患者の室内環境整備の
一

環 と して ，

空気清浄 器 の 有 用 性 が 示唆 さ れた ．

　稿を 終 え る に あた り．御指導，御校閲 を賜 りま した 富 川 医

科薬科大学 小 児科 学教室岡田 敏夫教授 な ら び に D．f．抗原

を 提供 して い た だ き ま した 鳥 居 薬 品 に 深謝致 し ま す．
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　　We　collected 　airbOrne 　particle　from　indoor　air　by　using 　a　high・volume 　air　sampler ，　and 　measured 　mite 　allergens

in　the　air・filter　extract 　by　use 　of　RAST 　inhibition　assay ．　The　results 　obtained 　were 　as　follows：

　　1）　The　assay 　revealed 　the　presence　of 　house　dust　mite 　allergen 　in　the　indoor　air　varying 　from　690　to　129000

P9／m3 ，

　　2） In　ap ・・tm ・・t・，・ea ・・ nal 　fl・・t・ati・n・ 。f　h… ed ・ ・t　mite 　al1・・g・n　i・ th・ i・d… ai・d・m ・n ・t・at ・d ・ Pe・k　in

autumn （September　and 　October），　and 　showed 　a　tendency 　to　increase　in　spring ．　In　our 　outpatient 　c1重nic ，　the

q。、ntity ・f　h… ed ・ ・t　mit ・all・・g・ n 　i・ th・ i・d・・r　ai・ va ・i・d　f・・ m 　690　t・ 5670　P9／m3 ・whil ・ there　w ・・e　f・w 　mit … n

the　floor，
　and　showed 　a　tendency　to　increase　in　winter ．

　　3） There　was 　a　significant 　correlation 　between　the　quantity　of　house　dust　mite 　allergen 　in　the　indoor　air　and

the　number 　of　mite 　in　house　dust （r
＝0．535，ρ＜0．OD ，

　　4） The　amount 　of 　D ．f，　allergen 　in　the　indoor　air 　was 　significantly 　decreased　by　using 　air　cleaners （p〈0．005）．

　　These　results 　showed 　that　the　quantification　of 　house　dust　mite 　allergen 　was 　useful 　from　the　clinical　point　of

view 　as　a　parameter 　of　mite 　pollution　indoors，and 　it　was 　important　for　asthmatics 　to　live　in　clean 　environment ，　and

to　decrease　the　number 　of　mites 　in　house　dust．
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